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1 桜美林ブックス003 新書判並製／272頁

ことばを旅して 定価（本体価格952円+税）

2011年7月刊

玉井道・石川伸晃・石郷岡幸男・室岡一郎 著 ISBN 978-4-8460-1029-4
冊

2 桜美林ブックス004 新書判並製／256頁

村上春樹ー「小説」の終わり 定価（本体価格952円+税）

2013年3月刊

紺野馨 著／桜美林学園出版部 編 ISBN 978-4-8460-1221-2
冊

3 A5判上製／408頁

京劇名優・梅蘭芳と日本 定価（本体価格3800円+税）

2021年8月刊

袁 英明 著 ISBN 978-4-8460-1863-4
冊

4 四六判並製／292頁

希望を失わず 定価（本体価格1500円+税）

2020年3月刊

清水安三 著 ISBN 978-4-8460-1911-2
冊

5 A5判上製／360頁

2020年以降の高等教育政策を考える 定価（本体価格3600円+税）

　――グランドデザイン答申を受けて 2020年9月刊

大槻達也・小林雅之 編著 ISBN 978-4-8460-1966-2
冊

6 四六判並製／464頁

起きろ石ころ 定価（本体価格3000円+税）

2024年12月刊

清水安三 著 ISBN 978-4-8460-2467-3
冊

7 小泉郁子教育論集1 四六判上製／408頁

小泉郁子教育論集　第一巻　ジェンダーフリー教育
定価（本体価格3800円+税）

2023年3月刊

小泉郁子 著 ISBN 978-4-8460-2247-1
冊

8 小泉郁子教育論集2 四六判上製／392頁

小泉郁子教育論集　第二巻　女性解放と教育
定価（本体価格3800円+税）

2023年9月刊

小泉郁子 著 ISBN 978-4-8460-2248-8
冊

9 小泉郁子教育論集3 四六判上製／400頁

小泉郁子教育論集　第三巻　女性は動く 定価（本体価格3800円+税）

　――コイズミイクコキョウイクロンシュウ　ダイ三カン　ジョセイハウゴク 2024年3月刊

小泉郁子 著 ISBN 978-4-8460-2249-5
冊

10 小泉郁子教育論集4 四六判上製／408頁

小泉郁子教育論集　第四巻　戦時下北京からの発信 Ⅰ
定価（本体価格3800円+税）

2024年11月刊

小泉郁子 著 ISBN 978-4-8460-2250-1
冊

「作家論を生まない村上春樹」に、近代小説の本質、村上春樹

の作品の特質、時代背景、さらに村上春樹という人物とその世

界認識など、多面的な光をあて、作家村上春樹の軌跡とこれか

らについて論じる。

書くことは考えること。自分の考え方をまとめ、文章にしてい

く桜美林大学の「文章表現」講座が始まって十年余。学生たち

の伴走者となって四人の筆者が続けてきた「ことばの旅の記録

」。

1948（昭和23）年に発行された桜美林学園の創立者・清水安三

氏による『希望を失わず』を復刊。

教育者・牧師として中国に渡り朝陽門外に崇貞学園を創立。敗

戦後、体一つで帰国し東京に学園を設立するまでの奇蹟の数々

を書き下ろした半生記。

本書は中国で不世出の京劇俳優「梅蘭芳（メイ・ランファン）

」の二度にわかる訪日公演の史実と意義を膨大な資料と圧倒的

なイラスト・写真を駆使して論じた新たな書です。

一九一九年、大正期の日本の観衆から熱狂的な支持を得た京劇

人の詳細な記録です。

「わが国教育界の戦後派の巨星」（キリスト新聞）が残した渾

身の一代記！

桜美林学園創立者が1965年当時、新聞に連載した手記、初の書

籍化！

戦時下での制約から解放された筆者による貴重な教育史。

変貌する大学のゆくえを問う！斯界のエキスパートによる貴重

な論集。文部科学省が設置した中央教育審議会の『グランドデ

ザイン答申』を受けて本年２月に開催された桜美林大学でのシ

ンポジウム、待望の書籍化。

「婦人は従来悲しい、あきらめの人として育てられてきた」「

近代女性運動はそうした女性の義憤、反逆に外ならない」――

小泉郁子がこう書いて約90年。この状況はどこまで変化したか

？ 日本における女性の権利獲得運動の先駆者・小泉郁子、そ

の精神の軌跡！

『男女共学論』などの言説は、男女共学の主張にとどまらず、

女性差別の諸相を描き出し、女性の地位向上を目指すものであ

って、今なおリアリティをもつ。

日本における女性の権利獲得運動の先駆者・小泉郁子。その精

神の軌跡！

1937年3月、蔣介石夫人・宋美齢を日本に招く使者の役目を郁

子は担った。「世界に真の平和を打ち立てることは、婦人の力

に俟たねばならぬ」という宋美齢のことばに喜びを感じたが、

戦時下北京における郁子の教育実践はいかなるものだったか。

満州事変以降の軍国化の時代に、汎太平洋婦人会議（1934年、

ハワイ）への参加、中国視察旅行（1935年）など、各国の女性

運動家たちとの交流を通じ、女性の権利を国際的な視野から考

察した小泉郁子。その行動と思索をたどる。好評シリーズ第三

巻！
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11 小泉郁子教育論集5 四六判上製／440頁

小泉郁子教育論集　第五巻　戦時下北京からの発信 Ⅱ
定価（本体価格3800円+税）

2025年3月刊

小泉郁子 著 ISBN 978-4-8460-2251-8
冊

12

冊

13

冊

14

冊

15

冊

16

冊

17

冊

18

冊

19

冊

20

冊

本巻には、1938年後半から44年に至る郁子の論説を収める。崇

貞学園から発信された論説の集積は、学園の様子にとどまらず

、戦時下の社会の様相を浮かびあがらせる力をもつ。「自叙伝

・教えつつ学びつつ」「小泉（清水）郁子著作目録」も収録。

2



■桜美林大学出版会 ≫ 桜美林大学叢書 page 1/3

1 桜美林大学叢書1 A5判上製／392頁

評伝　藤枝静男 定価（本体価格3800円+税）

　――或る私小説家の流儀 2020年10月刊

勝呂奏 著 ISBN 978-4-8460-1962-4
冊

2 桜美林大学叢書2 四六判並製／208頁

本気で観光ボランティアガイド 定価（本体価格1600円+税）

　――旅行者を必ず満足させるテクニック 2020年11月刊

渡辺康洋 著 ISBN 978-4-8460-1958-7
冊

3 桜美林大学叢書3 A5判上製／416頁

日本の英語教育を問い直す８つの異論 定価（本体価格3800円+税）

2020年12月刊

森住衛 著 ISBN 978-4-8460-1961-7
冊

4 桜美林大学叢書4 A5判並製／288頁

スウェーデン宣教師が写した失われたモンゴル
定価（本体価格2500円+税）

2021年3月刊

都馬バイカル 編著 ISBN 978-4-8460-1960-0
冊

5 桜美林大学叢書5 A5判上製／376頁

アメリカ高等教育における学習成果アセスメントの展開
定価（本体価格3800円+税）

　――生成期から模索期へ 2021年3月刊

山岸直司 著 ISBN 978-4-8460-1959-4
冊

6 桜美林大学叢書6 四六判上製／248頁

実力大学をどう創るか 定価（本体価格2200円+税）

2021年10月刊

猪口孝 著 ISBN 978-4-8460-2079-8
冊

7 桜美林大学叢書7 A5判上製／336頁

老年学を学ぶ 定価（本体価格3200円+税）

2021年12月刊

杉澤秀博 編著／長田久雄 編著 ISBN 978-4-8460-2078-1
冊

8 桜美林大学叢書8 四六判並製／348頁

朝陽門外 定価（本体価格3000円+税）

2021年12月刊

清水安三 著 ISBN 978-4-8460-2080-4
冊

9 桜美林大学叢書9 A5判並製／232頁

子どもを育む木製玩具のデザイン論 定価（本体価格2200円+税）

2022年3月刊

林秀紀 著 ISBN 978-4-8460-2081-1
冊

10 桜美林大学叢書10 A5判並製／頁

ワークショップでつくる異文化間教育 定価（本体価格3000円+税）

2022年3月刊

石塚美枝 監修／岩本貴永 著 ISBN 978-4-8460-2082-8
冊

国内外でこれから本格化する観光立国ニッポン。観光ガイドの

下準備からやり方までゼロから知りたい人の入門書！

確信犯的な文学的冒険——今なお異彩を放つ作家の矜恃とは何

か？医師として生計を立てる〈日曜小説家〉を自認しつつ、誠

実な作品を書き続けた藤枝静男の生涯を丹念に描き出した渾身

作！

スウェーデンから派遣された宣教師によって活写されたモンゴ

ルは、たしかに人々が生活していた。宣教師たちがヨーロッパ

からやってきたように、中国から漢民族がやって来る、その過

渡期が生々しく写され、また風俗もありのままが収められてい

る。編著者による詳細な解説と共に、約500枚の貴重な写真で

20世紀前半のモンゴルを旅する。

長年にわたり中学・高校用の英語教科書を手がけてきた著者に

よる集大成。

外国語教育に関する広範な連載・時評・評論等を収録。

国際政治学者として知られる著者による手記。2009年、故郷の

新潟県立大学で初代の学長兼理事長に就任。２期８年の在任中

に大学のレベルを引き上げた。予算も知名度もない中、学生と

教員と職員のやる気を引き出したのは知恵と創意工夫の積み重

ねであった。

世界のモデルと見なされる米国高等教育、その政策文書・声明

・議事録・報告・統計・調査等を網羅的に分析した研究論文の

書籍化。

1939年、10万部のベストセラー書を読みやすく復刊！桜美林学

園創立100周年記念出版の第２弾！ 昭和14年（1939年）に刊

行直後から「怒濤の如き反響」があり、著者は「北京の聖者」

として一世を風靡した朝日新聞社の書籍を現代かな遣いで復刊

。時、著者は中国の子女を教育する立場であったが、北京にお

いて軍事衝突を回避すべく精力的に動いた。その様子を新聞が

老年学とは現代日本が直面する「高齢者学」であり、「加齢学

」である！

本書は日本における高齢者や老化について、生物・心理・社会

という各側面から包括的に学び研究する学問であり、2002年、

最初に開設された学位プログラムが「老年学」である。

グローバル化と多文化化が急激に進む今日の社会にあって、

学校の教育支援に取り組んできた桜美林草の根国際理解教育支

援プロジェクト。

四半世紀におよぶ活動の成果である。

ＳＤＧｓの活動の一つに幼児期からの木材体験を行う「木育」

がある。本書は木のおもちゃが子どもに与える影響や発達を促

すデザインなど、多角的に研究した論文の書籍化。
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11 桜美林大学叢書11 A5判上製／336頁

国際紛争はなぜ起こるか 定価（本体価格3800円+税）

2022年9月刊

加藤朗 著 ISBN 978-4-8460-2200-6
冊

12 桜美林大学叢書12 四六判上製／296頁

経営は５つの視点の因果関係で考える 定価（本体価格2200円+税）

2022年11月刊

高橋義郎 著 ISBN 978-4-8460-2201-3
冊

13 桜美林大学叢書13 四六判上製／312頁

「あいだ」の日韓文学 定価（本体価格3000円+税）

2022年12月刊

鄭百秀 著 ISBN 978-4-8460-2202-0
冊

14 桜美林大学叢書14 A5変判並製／280頁

韓国–食の文化 定価（本体価格2000円+税）

2023年2月刊

延恩株 著 ISBN 978-4-8460-2203-7
冊

15 桜美林大学叢書15 四六判上製／336頁

出土文献からみた魏晋・五胡十六国時代の河西 
定価（本体価格3800円+税）

2023年3月刊

町田隆吉 著 ISBN 978-4-8460-2204-4
冊

16 桜美林大学叢書16 A5変判上製／344頁

人はなぜ学ぶのか 定価（本体価格3000円+税）

　――学問の事始め 2023年8月刊

佐藤正典 著 ISBN 978-4-8460-2316-4
冊

17 桜美林大学叢書17 四六判上製／240頁

エディンバラ賛歌 定価（本体価格2500円+税）

　――大学・教会・街に満ちる音楽 2023年8月刊

横山正子 著 ISBN 978-4-8460-2317-1
冊

18 桜美林大学叢書18 A5判上製／328頁

女舞の伝統 定価（本体価格3800円+税）

　――日本舞踊成立史の研究 2023年10月刊

丸茂美惠子 著 ISBN 978-4-8460-2318-8
冊

19 桜美林大学叢書19 A5判上製／396頁

シベリア抑留下の芸術と人間 定価（本体価格3800円+税）

　――シベリアヨクリュウカノゲイジュツトニンゲン 2024年3月刊

森谷理紗 著 ISBN 978-4-8460-2377-5
冊

20 桜美林大学叢書20 A5判上製／216頁

国際学の先端研究 定価（本体価格2200円+税）

　――「準」周辺から見た英国学派の国際社会論 2024年10月刊

加藤朗 編著／大中真 編著 ISBN 978-4-8460-2426-0
冊

本書は戦略経営のためのマネジメントシステムを知るための入

門書である。バランススコアカードを使った５つの角度から業

績を評価することで、財務数値以外の経営状況や経営品質が評

価できる。企業の組織力・成長力・競争力を強化し成功へと導

くことができる。

「テロ・内戦・国家間戦争を事例として紛争理論を一般化する

」ことをライフワークにしてきた紛争研究家による最新刊。ウ

クライナ戦争を現地調査した著者による渾身の理論研究！

日本では、ドラマや音楽を通して知られるようになった韓国。

だが、具体的な事象については意外に曖昧な知識しか持たない

人が多い。本書は「韓国の食文化」を通じて近くて遠い隣国を

知るための一助となる書！本場の韓国料理を写真オールカラー

で一挙紹介！

マイノリティを代弁した日本語、韓国語、英語の作品を読み直

すことでイデオロギーから自由になる試みを目指した八つの論

考。李光洙、金達寿、堀田善衛、ハ・ジン、チャンネ・リ、ト

ニ・モリソン、崔仁勲ら、マイノリティを代弁した作家たちの

作品を読み直す新しい試み。

本書は初めて学問を学びたい人、むかし学んだことがあるが改

めて学びたいと思う人のための入門書である。著者は学問の喜

びや可能性やその意義を真摯に解き明かす。学問論、大学論、

読書論、さらに宇宙論にまで広がる「知の航海」の手引書であ

る。

本書は、中国西北の河西地域（甘粛省）に営まれた古墓から出

土した魏晋・五胡十六国時代の簡牘や陶瓶などに記された漢語

文献について、この一〇年に刊行した研究論文を集めたもので

ある。当時の死生観や葬送文化などが窺い知れる貴重な一次史

料である。

本書は、芸能史学の一分野としての日本舞踊の本質と由来に迫

る書である。そのため日本舞踊の成立について様々な指摘や問

題点を解明する。具体的には舞の源流と由来を白拍子とする〈

佐渡島系伝承〉の再検証に重点的に挑んでいる。

パイプオルガン奏者の著者が描くスコットランドの都市・エデ

ィンバラの魅力。客員研究員として体験した教会音楽を活写し

た書。

高い知性と伝統を有する街・エディンバラの大学、教会の歴史

、戦後誕生したフェスティバルから音楽が聞こえてくる。

多発する国家間戦争に学問は無力か？

時代の転換を捉える７つの論説！

本書は英国学派の国際関係論を再評価することで、日本という

「準」周辺国の国際政治学を発展させようとの野心的な試みで

ある。

国際関係論の気鋭の専門家７人による渾身の書き下ろし！

本書は日本人のシベリア抑留という歴史的事象を音楽・芸術の

地平から見渡すものである。生と死のはざまにあって人間の芸

術、また人間の創造性という根源的テーマによって生き延びた

という証言が数多く見つかるのである。
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21 桜美林大学叢書21 A5判上製／328頁

現代社会の深層構造と人権 定価（本体価格3000円+税）

　――ハンセン病問題と脱原発の社会哲学的考察 2024年12月刊

中島𠮷弘 著 ISBN 978-4-8460-2474-1
冊

22 桜美林大学叢書22 A5判上製／232頁

人新世のヒューマニズム 定価（本体価格2500円+税）

　――138億年のビッグヒストリーから読み解く現代 2024年12月刊

片山博文 著 ISBN 978-4-8460-2476-5
冊

23 桜美林大学叢書23 A5判上製／372頁

大学教育に未来はあるか 定価（本体価格3800円+税）

　――歴史的経緯から考察する再生への方途 2024年12月刊

武村秀雄 著 ISBN 978-4-8460-2475-8
冊

24 桜美林大学叢書24 A5判上製／240頁

アメリカの日本研究 定価（本体価格2500円+税）

　――その戦略と学知の遺産 2025年3月刊

中生勝美 著 ISBN 978-4-8460-2441-3
冊

25

冊

26

冊

27

冊

28

冊

29

冊

30

冊

本書は、21世紀の「人間とは何か」との問い直しと新たなヒュ

ーマニズムの構築を、ビッグヒストリーの視点から行う試みで

ある。

我が国の歴史的事件である「ハンセン病」の熊本地裁判決と福

島の「第一原発事故」。一見、無関係なこの２つを社会哲学の

立場から考察すると何が見えるか。人権と正義から見た２つの

問題の核心を問う意欲的な論文の書籍化。桜美林大学出版会が

問う社会的関心作。

本書は資料調査・分析・インタビューにより明らかになった「

アメリカによる戦前・戦後の日本研究」であり、アメリカの人

類学者による日本研究を網羅した画期的論考。中でもアメリカ

日系人の人類学者イシノ・イワオに直接聞いた内容は貴重であ

る。

最新資料から21世紀中葉以降に向けた大学再生への探求と処方

箋を考察する。本書では、大学の教育・研究が円熟期に入り、

魅力を増すために必要な具体的方策を提案する。結論を言えば

「出口主義文化」の構築こそ、最重要課題ではないか。
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